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研究分担課題 
HIV感染症患者の地域・年齢分布と受診行動の現状調査 

 
研究代表者 猪狩 英俊 千葉大学医学部附属病院・感染制御部長 准教授 
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研究分担者 佐々木信一 順天堂大学医学部 教授 
 
研究要旨： 
千葉県 HIV 拠点病院会議(事務局 千葉大学医学部附属病院)の活動基盤を利用し、拠点病院集中型の HIV 
診療から地域連携を重視した HIV 診療体制の構築を目的とした。地域での HIV 感染症診療の現状把握を目
的に行政と協力し、東京に近い自治体(船橋・市川・松戸・柏・浦安)での受診行動を調査した。 
千葉県内の HIV感染症患者は 40歳代が多かった。50歳以上の患者比率は、自治体間で差がみられた。し
かし、今後 10年後には 50歳以上の患者比率が確実に増加する。 
東京に近い自治体(船橋・市川・松戸・柏・浦安)では東京依存型の受診行動である。潜在的患者(東京受診)
を過小評価し、地域の現状医療資源を額面通り評価すると、高齢化社会に対応した HIV診療が後手に回る可
能性がある。千葉市は、比較的地域完結型の受診行動をみられ、2つの拠点病院を中心とする診療体制が確立
していた。高齢化(50 歳以上の患者)の進行を想定し、拠点病院と地域の医療機関との連携を進める基盤が整
備されている。 
患者数が多い東京近郊地域では、東京都内の病院での診療を受けている HIV感染症患者が多いことは例年
通りであった。しかし、高齢者では地域の病院で診療を受ける患者が増加している。今後 HIV感染症患者の
高齢化が進行することを想定した、千葉県内の HIV診療体制の構築が必要である。 
 
 

 

A. 研究目的  
HIV感染症患者の受診動向を把握する。全国的に

HIV感染症患者の高齢化が進行している。2019年、

千葉大学医学部附属病院に通院する患者(315人)で
は 50歳以上の患者が占める割合は 40%を超過した。
千葉県健康福祉部疾病対策課の県域調査(2018)で

は、1441人の HIV感染症患者がおり、40歳以上は
52.9%、50歳以上は 17.6％という結果であった。地
域間の格差があると考えられる。しかし、全国的な

動向を踏まえ、HIV 患者の高齢化を想定した診療
体制を構築する必要がある。 
千葉県内では、身体障害免疫機能障害の認定を

とり、自立支援医療で抗 HIV薬による治療を受け
ている患者は 1355人である。千葉市、船橋市、習
志野市、市川市、浦安市、柏市、松戸市に居住す

る者は 808名で、全体の 59.6%を占める。今回は、
千葉市、船橋市、市川市、柏市、松戸市、浦安市

に依頼し、この地域の患者の年齢分布と受診動向

を調査することを目的とした。 
 

B. 研究方法 

千葉市障害者福祉センターに依頼し、2019年度
の自立支援医療の対象患者の年齢と診療病院を調

査する。船橋市・市川市・柏市・松戸市 各自治

体の自立支援医療担当部署に依頼し、自立支援医

療の対象患者の年齢と診療病院を調査する。(年齢

と診療病院情報は非連結) (千葉市分は、千葉大
学大学院医学研究院にて倫理審査承認。他地域は、

個人情報に抵触しない範囲での情報提供をとりま

した。) 
 

C. 研究結果 

1 調査対象患者総数は 789 人で千葉県内の免疫
機能障害の自立支援医療を受けている患者の

58.2%に相当する。 

2 各自治体ともに 40-49 歳の患者が最頻度であ
った。 
自治体 年齢区分とその比率(%)2018比 
千葉市 50歳以上 43.5%(→) 
船橋市 50歳以上 44.8%(↑) 
市川市 50歳以上 34.0%(↑) 
松戸市 50歳以上 35.0%(↑) 
柏市 50歳以上 36.9%(比較データ

なし) 
浦安市 50歳以上 22.4%(比較データ

なし) 
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3 受診行動 (県内受診か東京等の他地域受診
か) 
自治体 県内受診(2018年

比) 
千葉市 72.0%(↑) 
船橋市 35.7%(↓) 
市川市 31.2%(↑) 
松戸市 36.3%(↑) 
柏市 39.3%(↑) 
浦安市 33.8% 

 
千葉市を除く自治体では、千葉県内で診療する人

は少なく、東京依存型の受診行動をとっている。 

4 年齢別の受診行動(千葉市のみ) 
千葉市では 72.0%が県内受診をしていたが、40-49
歳の患者層ではその 36%が東京での診療を受けて

いた。しかし、昨年と比較すると東京依存傾向が

解消しつつあった。千葉市内の病院を受審する患

者は 139 人で全体の 72%であった。その内訳は、

千葉大学医学部附属病院と国立病院機構千葉医療

センターなど千葉市内の病院受診が 127人であっ
た。千葉市内の HIV 診療体制が整備された結果、

地域内で完結する受診行動にシフトしてきている

ことが分かった。 
 

D. 考察 
千葉県内の HIV 感染症患者は 40 歳代が多かっ
た。50歳以上の患者比率は、自治体間で差がみら

れた。しかし、今後 10年後には 50歳以上の患者
比率が確実に増加する。 
東京に近い自治体(船橋・市川・松戸・柏・浦安)

では東京依存型の受診行動である。潜在的患者(東
京受診)を過小評価し、地域の現状医療資源を額面
通り評価すると、高齢化社会に対応した HIV診療

が後手に回る可能性がある。 
千葉市は、比較的地域完結型の受診行動をみら

れ、2 つの拠点病院を中心とする診療体制が確立

していた。高齢化(50 歳以上の患者)の進行を想定
し、拠点病院と地域の医療機関との連携を進める

基盤が整備されている。 

 
E 結論 
千葉県内の HIV患者の年齢分布、受診行動、自

治体間の違いを明らかにした。高齢化と東京依存

型の受診行動を想定し、千葉県内の HIV診療体制

の構築が必要である。 
 

F 健康危険情報 

本研究では介入研究ではないため特記すべき健康

危険情報はありません。 
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